

































































































被検音名 技術レベル 所持資格および受貧予定級 身長(cm) 休重(kg)
1 A TopProA ナショナルTモンスtL'-9- 168 70
2 ら TopProB 元オリンピック選手 175 78
3 C Exp.A 1級所持者 168 58
4 D Exp.B 164 60
6 ∈ Mid.A 2線受験者 170 64
7 F Mid.a 168 65
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3. 大出-水､竹腰誠､関田貴人 :日本体育大学スキー実技テキス ト､(有)雄久社､1994
4. 三浦望慶､樋口健一､加藤壮志､スキーにおける角づけ操作に関する身体各部の可動範
囲と動作､日本スキー学会誌Vol.5,40-49､1995

































21. 竹腰 誠､西山哲成､大出-水 :カービングスキーによるパラレルターンの動作分析､
日本バイオメカニクス学会大会抄録集､2006
22.岩原文彦､伊藤雅充､佐藤孝之､石演慎司､竹腰 誠､日比端洋､岡本翼､大出-水､
西山哲成 :カービングスキーによるターン技術の違いについて-EMG の観点から-､第
59回日本体育学会大会号､2008
23.石演慎司､竹腰 誠､酒井達郎､佐藤孝之､大石健二､伊藤雅充､大出-水､西山哲成 :
パラレルターンの動作分析- トッププロと一般スキーヤーの比較-､第59回日本体育学
会大会号､2008
24.伊藤雅充､岩原文彦､佐藤孝之､石潰慎司､竹腰 誠､日比端洋､岡本翼､大出-水､
西山哲成 :スキーパラレルターン時の筋活動パターンの個人内変動､第20回日本バイオ
メカニクス学会大会抄録､2008
25.竹腰 誠､石塔慎司､酒井達郎､大石健二､佐藤孝之､岩原文彦､伊藤雅充､大出-水､
西山哲成 :カービングスキーを用いたターン技術の動作分析､第20回日本バイオメカニ
クス学会大会抄録､2008
26. 日本スキー教程 ｢スキー指導マニュアル編｣､財団法人全日本スキー連盟､2009
27. 日本スキー教程 ｢技術編｣､財団法人全日本スキー連盟､2009
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